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地域に根ざした音楽科教育のあり方を模索し，山陰地方をフィールドに，地

域の音楽文化の教材化について，次の２点を中心に研究しています。 

 １．山陰地方における音楽文化の教材化 

   ２．日韓音楽教育関係史 

I develop teaching materials and methods of traditional and local music in 
San-in District to explore Community-Based music education. Thus, I 
mainly research two themes as follows, 
1. Developing teaching materials of traditional and local music in San-in 

District for music education  
2. History of relationship in music education between Japan and Korea   
 

【特色と成果】 

  音楽科教育学は，学校における音楽の授業に

関わる幅広い内容を研究対象とします。そこで，

地域の音楽文化に関する資料や情報を幅広く収

集し，郷土の音楽に関する学習活動にアプロー

チできるよう心がけています。その点で，山陰は

まさに音楽文化の宝庫です。 

2009 年，酒井董美氏との共著で，『島根の民

謡－歌われる古き日本の暮らしと文化-』（東京・

三弥井書店）を出版しました（右写真）。島根県

内に伝わる 70 曲の民謡を，詞章，解説，楽譜，イラスト，ＣＤでわかりや

すく紹介しています。また，鳥取市にある童謡・唱歌のミュージアム「わ

らべ館」の活動にも関わっています。鳥取県は，「ふるさと」などの唱歌

の作曲に携わった岡野貞一をはじめ，我が国の音楽教育に大きな影響

を与えた人物を輩出しています。現在，同館の資料収集委員会委員長

として，子どもの歌や音楽教育に関する研究や情報を全国に発信する

取り組みに携わっています。 

音楽科教育，山陰，民謡，童謡，唱歌 

http://www.ipc.shimane-u.ac.jp/onken/ 
http://www.edu.shimane-u.ac.jp/staff/staff61.html 
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